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と表しておく｡ ある時刻 Tでのエネルギーの期待値 <E>(T)…∑E(x)p(a,T)を最小に
することを考える｡ このため汎関数
GlP,T,A]- /.TdlEx(E(x)∑xIlp(x',i)W(x′-α)-P(x,i)W(諾-X′)] (4)
- A(x,i)(ap(a,i)/∂レ∑x,b(x/,i)t4'(x/-x)-p(x,i)W(x-x′)】))
を導入する｡ ラグランジ未定乗数Aは分布関数がマスター方程式を満足するという拘束条件
を表しており､この条件のもとでエネルギー期待値を最小にしたい｡変分条件6G/6p(x,i)-
0､6G/6T(i)-0､6G/6A(x,i)-0より次の方程式を得る｡(最後の条件は単に (1)式を
与えるだけ)
dA(i)/dt--DT.(A(i)+E),
(E+A(i)T･∂D(i)/∂T(i)･P(i)-0.
(5)式をといてこれを (6)に用いると
ET(i)･∂D(i)/∂T(i)･P(i)-0,
を得る｡ ただしここで時間に依存するエネルギーE(i)を次で定義した｡
dE(i)/dt- -DT(i)･E(i).
温度の時間依存性は (6)式を時間微分することにより陽に取り出せて､
(7)
(8)
dT(i)/dt-ET(i)･lD(i),dD(T(i)/dT(i)]･P(i)/(ET(i)･d2D(T(i)/dT2(i)･p(i) (9)
ただし[A,B]…AB-BAと定義した｡これが講演でのメインな結果である｡
3 応用
応用として以下の問題を議論した｡
｡two-1evel系での温度の時間変化と残留エネルギー
微分方程式の解として長時間での温度のログ依存性を得た｡【2]
●ツアリス統計の場合の温度の時間変化と残留エネルギー
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この場合は指数関数的な温度の減衰が得られた｡
｡Kulback-Leiblerentropyとエントロピー生成
最適な温度制御をした場合と､そうでない場合での温度変化の過程 (非平衡過程)での
KLエントロピーの変化とエントロピー生成 (正)を比較した｡
●小規模な巡回セイルスマン問題への応用
詳しくは現在論文を準備中である｡[3]
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